
表
彰

優
秀
農
家

水
稲
と
大
豆
、
野
菜
の
複
合
経
営
。
平
成
12
年
に
地
元

有
志
５
人
と
と
も
に
農
業
受
託
組
合「
こ
め
っ
こ
く
ら
ぶ
」

を
設
立
。
現
在
は
、
経
営
面
積
を
２
㌶
か
ら
８
・
３
㌶
ま

で
拡
大
し
、
高
品
質
の
米
と
大
豆
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

加藤精
せ い

務
む

さん (下新城)

加
藤
さ
ん
…
大
豆
の
栽
培
は
米
よ
り
難
し
く
、
土
壌
改
良

や
肥
培
な
ど
を
工
夫
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
の
目
標
は
、

メ
ー
カ
ー
な
ど
と
契
約
し
て
生
産
、
販
売
を
行
う
「
契
約

栽
培
」
を
増
や
す
こ
と
。
高
品
質
の
大
豆
で
信
用
を
得
ら

れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
ま
す
。

高
い
技
術
と
優
れ
た
経
営
能
力
で
地
域
農

業
の
担
い
手
と
し
て
確
か
な
実
績
を
あ
げ
て

い
る
優
秀
農
家
の
み
な
さ
ん
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
！

農家レストラン ゆう菜家

平
成
12
年
に
県
内
初
の
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ゆ
う
菜
家

な

や

」
を
オ

ー
プ
ン
。
主
力
商
品
の
モ
ロ
ヘ

イ
ヤ
麺
は
、
無
農
薬
で
自
家
栽

培
の
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
を
使
っ
て
い

ま
す
。

浅野育子さん (雄和)

浅
野
さ
ん
…
つ
る
つ
る
し
た
食

感
で
、
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
モ
ロ

ヘ
イ
ヤ
麺
。「
こ
れ
以
上
お
い

し
い
麺
は
な
い
！
」
と
思
う
ほ

ど
、
絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
オ

ス
ス
メ
し
ま
す
。

地域活性化部門 優秀賞

優秀賞
竹村竜一さん(上北手小１年)
田近早霧さん(戸島小２年)
藤田瑛瑠さん(秋大附属小２年)
渡邉菜月さん(上新城小３年)
佐藤風花さん(豊岩小５年)
猿田光希さん(豊岩小５年)
石川浩太さん(豊岩小５年)
石塚香椰さん(秋大附属小６年)
辻媛花さん(秋大附属小６年)

児童図画部門　最優秀賞
松田美卯さん(飯島南小３年)

水
稲
と
野
菜
の
複
合
経
営
。

受
託
農
家
と
し
て
地
域
の
農
業

を
支
え
て
い
ま
す
。
え
だ
豆
や

軟
白
ネ
ギ
な
ど
、
転
作
野
菜
の

栽
培
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

渡邊慶喜
よ し の ぶ

さん (雄和)

渡
邊
さ
ん
…
専
業
農
家
な
の
で

生
活
の
た
め
に
、
ひ
た
す
ら
一

生
懸
命
や
っ
て
き
た
だ
け
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
年
間
を
通
し
て

着
実
に
収
穫
で
き
る
方
法
を
考

え
な
が
ら
続
け
て
い
き
ま
す
。

個人部門・男性農業者の部 優秀賞

自立専業経営体部門最優秀賞

〟担
い
手
〟
農
業
者
に
対
象
を
限

定
し
、
米
、
大
豆
、
麦
な
ど
の
経
営

の
安
定
を
は
か
る
「
品
目
横
断
的

経
営
安
定
対
策
」
が
平
成
19
年
４

月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市
内

で
は
、
個
人
や
法
人
で
経
営
す
る

「
認
定
農
業
者
」
279
経
営
体
と
、
共

同
で
営
農
を
行
う
「
集
落
営
農
」
７

組
織
が
同
対
策
に
加
入
し
て
お
り
、

国
か
ら
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
農
業
者
が

担
い
手
と
な
り
、
国
の
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
認
定
農
業
者
の

育
成
や
集
落
営
農
の
組
織
化
を
支

援
し
ま
す
。

秋
田
市
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会tel(

８
６
６)

２
４
６
２

(

地
域
農
業
推
進
室
内)

「
認
定
農
業
者
に
な
る
に
は
？
」

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の

内
容
を
知
り
た
い
」「
小
規
模
な

農
家
が
集
ま
っ
て
担
い
手
農
業
者

に
な
る
に
は
？
」
な
ど
、
地
域
で

話
し
合
う
場
合
、
県
や
市
、
農
協

な
ど
の
関
係
機
関
の
担
当
者
が
説

明
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
担
い
手
に
関
す

る
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

座
談
会
に
担
当
者
を
派
遣

担
い
手
作
り

支
援
し
ま
す
！

問い合わせ

優
秀
農
家

地
域
農
業
の

表
彰
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箏曲●高杉艶
つや

子さん(高杉艶
えん

賀
が

)
清絃会に50年以上在籍し、会の常任理事や秋田
県三曲連盟専務理事として、日赤の奉仕活動や
後進の指導育成に努めています。

84歳・広面

秋田市文化団体連盟tel(８６６)４０２６

市の芸術・文化活動の推進に功績のあったかたに贈ら
れる秋田市文化団体連盟章の平成19年度受章者が決まり
ました。表彰式は、２月４日(月)午後５時から秋田ビュー
ホテルで行います。

謡曲●谷口やよいさん
昭和44年、謡曲宝生流入門。平成元年に幹事と
なり、各謡曲公演に出演、後進の指導育成など
謡曲の普及振興に尽力しています。

78歳・牛島

華道●藤田典子さん(苅安清
かりやすせい

祥
しょう

)
清栄流家元を継承し、秋田県華道連盟の副会長、
いけばな作家協会常任委員として後進の指導育
成に努め、秋田の華道文化を高めています。

70歳・南通

大衆芸能●鎌田和子さん
平成15年の「フラダンスわ・和・輪」創立以来、
会長として秋田市芸術祭ほか各種行事に参加。
福祉施設などで慰問活動を続けています。

64歳・飯島

文芸●東海林
し ょ う じ

一有
かずあり

さん(東海林
し ょ う じ

一有
いちゆう

)
昭和39年に川柳を始め、各種大会で上位入賞多
数。平成７年から川柳協会会長を務め、川柳の
選者や講師として活躍しています。

63歳・桜ガ丘

音楽●若松マキさん
全日本ピアノ指導者協会秋田支部代表として活躍
し、同協会から指導者賞を多数受賞。秋田市ピア
ノコンクールの運営委員なども務めています。

62歳・八橋

茶道●小林美津子さん(小林宗津
そうしん

)
昭和36年、茶道裏千家入門。現在、淡交会秋田
支部副幹事長や茶道教室の教授を務めていま
す。国内外の友好呈茶にも参加協力しています。

61歳・中通

洋舞●長谷川咲
さき

子さん
昭和60年、ダンスアベニュースタジオＳ設立。
市制100周年記念行事、秋田わか杉国体など、
各種行事の演技、振り付けを行いました。

53歳・雄和

大衆芸能●中村美喜さん(中村翠笙
すいしょう

)
昭和59年の大正琴研修院秋和流創立以来、全日
本大正琴振興会の東北・全国大会に連続出演
し、継続的に演奏会も開催しています。

58歳・牛島

秋田市文化団体連盟章 問い合わせ

広報あきた １月18日号05

市で行っている「e-市民認
定システム」が、秋田県地球
温暖化防止活動推進センター
が主催する「おらほのCO２ダ
イエット作戦」で、地球温暖
化防止につながる取り組みと
して優秀賞を受賞しました。
「e-市民認定システム」は、

登録者に電気やガスの使用量、
ごみの排出量、家庭でのエコ
ライフの取り組みなどを報告
してもらい、市が情報提供を
行う仕組みです。延べ3,400人
の市民のみなさんが登録して
いるんですよ。

e-
い ー

市民認定システム

環境企画課tel(863)6632問

おらほのCO2

ダイエット作戦の
優秀賞を受賞！

秋
田
市
で
も
気
温
が
約
１
・
５
℃
上
昇

自
動
車
や
冷
暖
房
機
器
、
家
電
製
品
の
使

用
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
が
急
激
に
増
加
し
、
地
球
温

暖
化
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

秋
田
県
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は
、

平
成
２
年
か
ら
15
年
ま
で
の
間
に
23
・
２
㌫

増
加
し
、
全
国
の
７
・
７
㌫
増
に
比
べ
て
高

い
伸
び
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
秋
田
市
で
も

年
間
平
均
気
温
が
、
こ
の
百
年
間
で
約
１
・

５
℃
も
上
昇
す
る
な
ど
、
地
球
温
暖
化
の
影

響
と
考
え
ら
れ
る
現
象
が
現
れ
て
い
ま
す
。

世
界
各
国
で
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の

目
標
を
定
め
た
「
京
都
議
定
書
」。
そ
の
目

標
達
成
期
間
が
今
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

日
本
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
、
今
後

５
年
間
で
、
基
準
年
の
平
成
２
年
に
比
べ
て

６
㌫
削
減
す
る
約
束
を
し
て
い
ま
す
。

次
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
、
み
ん
な
で
地

球
温
暖
化
防
止
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
家

計
費
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
よ
！

●
自
動
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
な
く
そ
う

●
コ
ン
セ
ン
ト
を
こ
ま
め
に
抜
こ
う

●
エ
コ
製
品
を
選
ん
で
買
お
う

●
過
剰
包
装
を
断
ろ
う

●
水
道
の
蛇
口
は
こ
ま
め
に
し
め
よ
う

●
暖
房
を
使
う
と
き
は
…

①
設
定
温
度
は
20
℃
に
！
　

②
断
熱
フ
ィ
ル
ム
や
天
井
か
ら
床
ま

で
の
カ
ー
テ
ン
を
使
い
、
部
屋
の
熱

を
逃
が
さ
な
い

③
扇
風
機
で
室
温
の
ム
ラ
を
な
く
す

市
で
は
、
地
域
で
省
エ
ネ
や
地
球
温
暖
化

に
関
す
る
学
習
会
な
ど
を
開
催
す
る
場
合
、

講
師
派
遣
や
資
料
提
供
を
行
い
ま
す
。
環
境

企
画
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

tel(

８
６
３)

６
６
３
２

学
習
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す

京
都
議
定
書
の
約
束
期
間
が
開
始


